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重
大
事
故
を
引
き
起
こ
す

な
ど
、
社
会
問
題
化
し
て
い

る
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
対
す
る

取
り
締
ま
り
強
化
に
関
す

る

質

問

で

は
、

議

員

が

「
撲
滅
に
向
け
て
強
力
に

対
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
」

と
訴
え
た
。

知
事
は
、
第
４
期
薬
物
乱

用
対
策
推
進
計
画
で
危
険
ド

ラ
ッ
グ
対
策
を
重
点
課
題
に

挙
げ
た
こ
と
を
示
し
、
「
流

通
を
断
つ
た
め
、
東
北
厚
生

局
麻
薬
取
締
部
や
警
察
本
部

と
連
携
し
、
販
売
店
舗
に
対

す
る
検
査
、
販
売
禁
止
命
令

の
発
動
な
ど
、
取
り
締
ま
り

の
強
化
に
努
め
て
い
る
」
と

強
調
し
た
。

こ
と
し
７
月
、
東
京
都
内

で
国
、
都
、
警
視
庁
が
危
険

ド
ラ
ッ
グ
販
売
業
者
へ
の
一

斉
立
ち
入
り
検
査
を
実
施
し

た
こ
と
を
取
り
上
げ
た
議
員

は
「
販
売
業
者
へ
の
合
同
立

ち
入
り
検
査
を
実
施
す
べ
き

だ
」
と
求
め
た
。

県
側
は
「
９
月

日
に

は
東
北
厚
生
局
麻
薬
取
締

部
や
警
察
本
部
と
合
同
で

立
ち
入
り
検
査
を
実
施
し
、

指
定
薬
物
と
疑
わ
れ
る
危

険
ド
ラ
ッ
グ
の
検
査
命
令

と
併
せ
、
販
売
禁
止
命
令

を
発
動
し
た
。
供
給
を
断

つ
こ
と
が
抜
本
的
な
対
策

と
と
ら
え
、
県
内
か
ら
販

売
店
舗
を
一
掃
で
き
る
よ

う
積
極
的
に
取
り
組
む
」

と
強
調
し
た
。

取
り
締
ま
り
に
つ
い
て
は

警
察
本
部
長
が
「
薬
事
法
の

み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
法
令

を
活
用
し
て
積
極
的
な
事
件

化
を
図
っ
て
い
る
。
先
月
発

生
し
た

件
の
交
通
事
故
に

つ
い
て
も
捜
査
を
鋭
意
行
っ

て
い
る
」
と
強
固
に
臨
む
姿

勢
を
示
し
た
。
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東
北
へ
の
大
学
医
学
部
新

設
を
め
ぐ
り
、
文
部
科
学
省

の
構
想
審
査
会
が
東
北
薬
科

大
を
設
置
者
に
選
ん
だ
一

方
、
宮
城
大
が
選
外
と
な
っ

た
結
果
に
対
す
る
知
事
の
受

け
止
め
方
な
ど
に
つ
い
て
も

議
員
が
た
だ
し
た
。

知
事
は
「
県
立
医
学
部
構

想
の
実
現
を
目
指
し
懸
命
に

努
力
し
て
き
た
が
、
構
想
が

選
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は

誠
に
残
念
で
あ
り
、
あ
ら
た

め
て
心
か
ら
お
わ
び
を
申
し

上
げ
る
」
と
述
べ
た
。

議
員
か
ら
は
「
構
想
審
査

会
は
東
北
薬
科
大
の
医
学
部

設
置
認
可
の
条
件
と
し
て
７

項
目
を
提
示
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
を
満
た
せ
ば
、
知
事

の
医
学
部
構
想
は
実
現
す
る

と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た

県
北
部
の
医
師
不
足
は
解
消

さ
れ
る
の
か
」
と
の
質
問
も

あ
っ
た
。

知
事
は
「
条
件
の
適
切
な

対
応
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
、

国
は
設
置
認
可
を
行
わ
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た

せ
ば
十
分
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。
開
学
以
降
も
東
北
地

方
の
医
師
の
不
足
と
、
偏
在

の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

７
項
目
の
条
件
に
適
切
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
、
知
事
は
「
国
が
前
面
に

立
ち
、
責
任
を
も
っ
て
指
導

や
支
援
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
県
と

し
て
も
県
北
部
を
は
じ
め
と

し
た
医
師
等
の
不
足
や
、
地

域
偏
在
の
緩
和
に
つ
な
げ
て

い
け
る
よ
う
、
東
北
薬
科
大

の
考
え
を
踏
ま
え
な
が
ら
関

係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
て

い
く
」
と
語
っ
た
。

詳
細
調
査
で
活
発
質
疑

知
事

県
外
処
理

今
後
も
要
請

米
価
下
落

対
応
た
だ
す

農
家
深
刻

過
去
最
低
の
概
算
金

危
険
ド
ラ
ッ
グ
撲
滅
へ

県
、
県
警

取
り
締
ま
り
一
段
と
強
化

医学部新設
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●
質
問
者

代
表
質
問
は
、
中
山
耕
一

（
自
由
民
主
党
・
県
民
会

議
）
、
藤
原
の
り
す
け
（
改

革
み
や
ぎ
）
の
２
人
。

一
般
質
問
は
、
外
崎
浩
子
、

皆
川
章
太
郎
、
只
野
九
十
九
、

佐
々
木
征
治
、
中
島
源
陽
、

川
嶋
保
美
、
千
葉
達
、
畠
山

和
純
、
今
野
隆
吉
（
自
由
民

主
党
・
県
民
会
議
）
、
す
ど

う
哲
、
菅
原
実
（
改
革
み
や

ぎ
）
、
佐
藤
詔
雄
（
社
民
党

県
議
団
）
、
石
橋
信
勝
（
公

明
党
県
議
団
）
、
横
田
有
史

（
日
本
共
産
党
宮
城
県
会
議

員
団
）
、
菅
間
進
（
み
ん
な

の
党
・
無
所
属
の
会
）
、
吉

川
寛
康
（

世
紀
ク
ラ
ブ
）

の

人
。

第
３
４
９
回
宮
城
県
議
会
９
月
定
例
会
は
、
平
成

年
９
月

日
か

ら

月

日
ま
で
、

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。
総
額

億
３
１

０
０
万
円
を
追
加
す
る
平
成

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

議

案
を
原
案
通
り
可
決
、
閉
会
し
た
。
補
正
予
算
の
う
ち
東
日
本
大
震
災

関
連
は

億
１
０
０
０
万
円
で
、
漁
港
施
設
の
災
害
復
旧
費
、
道
路
整

備
費
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
会
派
の
代
表
質
問
や
一
般
質
問
で
は
、

福
島
第
１
原
発
事
故
で
発
生
し
た
指
定
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
関
す

る
国
の
詳
細
調
査
を
は
じ
め
、
生
産
費
を
割
り
込
む
米
価
問
題
、
仮
設

住
宅
関
係
の
支
援
対
応
、
頻
発
す
る
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
へ
の
対
策

な
ど
、
県
震
災
復
興
計
画
再
生
期
の
課
題
を
含
め
て
活
発
な
議
論
が
展

開
さ
れ
た
。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

月３日に総括質疑を行い その

後 各分科会での審査を経て 平成

年度宮城県一般会計補正予算等を可

決した

総括質疑者 菊地恵一 佐々木幸

士 自由民主党・県民会議 内海太

改革みやぎ 岸田清実 社民党県議

団 小野寺初正 公明党県議団 遠

藤いく子 日本共産党宮城県会議員

団 境恒春 みんなの党・無所属の

会 吉川寛康 世紀クラブ

●第350回宮城県議会記念式典

平成 年 月定例会は昭和 年５

月の第１回県議会から数えて350回

目となるため、記念式典を行います。

傍聴は午後２時から受け付けます。

・日時／平成 年 月 日 水 午後

３時～

・場所／県議会議事堂議場

・内容▷議場コンサート 出演

熊谷 育美 シンガーソ

ングライター

▷記念講演 株 三菱総合研

究所 理事長 小宮山 宏氏

●傍聴のご案内

本会議、各委員会は手続きの上、

自由に傍聴できます。

▷お問い合わせ先 宮城県議会事

務局総務課29022（211）3571

月２日に設置し、委員長に佐々

木征治 自由民主党・県民会議 副委

員長に坂下賢 改革みやぎ 両委員を

選任した 月９日に総括質疑を行

い その後 各分科会での審査を経

て 平成 年度宮城県一般会計決算

及び各特別会計決算を認定した

総括質疑者 村上智行 石川利一

長谷川洋一 自由民主党・県民会議

坂下やすこ 改革みやぎ 岩渕義教

社民党県議団 伊藤和博 公明党県

議団 三浦一敏 日本共産党宮城県

会議員団 堀内周光 みんなの党・無

所属の会 吉川寛康 世紀クラ

ブ 齋藤正美 最速復興県民の会

県議会からのお知らせ

予算特別委員会

決算特別委員会

ヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶ

「みやぎ県議会だより」へのご意見・ご感想をお寄せください

宮城県議会事務局政務調査課

〒980－8570 仙台市青葉区本町３丁目８番１号

290222113592 宰0222113598

Ｅメール
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議長記者会見
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９月定例会閉会日の

月 日 安藤俊威議長が

記者会見を行った

９月定例会を振り返っ

て安藤議長は 今定例会

においても東日本大震災

からの復旧・復興にかかる諸課題や

県政の重要課題について活発な議論

がなされた 予算関係については 東

日本大震災関連の復旧・復興経費な

どの補正予算を可決した また 工事

請負契約に係る議案については 開

会日翌日に 件 本日は 件を議決

し 県議会としても復旧・復興がます

ます加速するよう努めている。米価

下落対策については 知事から県独

自の助成制度を創設することが表明

され 県議会としても意見書を可決

し 国に対して強く要望していく ま

た 危険ドラッグについては 深刻な

社会問題となっており 根絶に向け

た対策を求める意見書を可決したほ

か 議員提案により危険ドラッグを

規制する県独自の条例制定に向けて

検討を始めている と述べた

常任委員会

平成 年６月定例会以降に行われ

た各委員会の県外調査の概要と今定

例会での主な審査議案は次の通り

●総務企画委員会

調査先 兵庫県立大学 大分県議会

など

調査事項 兵庫県立大学の防災教育

推進への取組 大分県広域防災拠点

構想など

審査議案 宮城県県税条例の一部を

改正する条例１議案

●環境生活農林水産委員会

調査先 北海道議会 ホクレン農業

協同組合連合会など

調査事項 一村一エネ事業の現状と

今後の課題 経営状況と展望など

審査議案 工事請負契約の締結につ

いて 石巻漁港防潮堤等災害復旧工

事 など 議案

●保健福祉委員会

調査先 長野県議会 富山県議会など

調査事項 信州型総合医の概要 富

山型デイサービスの概要など

審査議案 幼保連携型認定こども園

審議会条例など９議案

●経済商工観光委員会

調査先 香川県議会 淡路市議会など

調査事項 観光ＰＲ戦略 世界的観

光立県事業など

●建設企業委員会

調査先 北海道 北海道空港 株 など

調査事項 有珠山対策事業（砂防事

業 新千歳空港の概要と経営方針など

審査議案 工事請負契約の締結につ

いて 大川等護岸等災害復旧工事 な

ど 議案

●文教警察委員会

調査先 佐賀県議会 大阪府警察本

部など

調査事項 先進的ＩＣＴ利活用教育

推進事業 サイバー犯罪対策など

審査議案 和解及び損害賠償の額の

決定についてなど３議案

復旧・復興に係る議会活動

平成 年８月 日に青森市で開催

された北海道・東北六県議長会にお

いて、国に対して集中復興期間を延

長し、特例的な財政支援を継続する

よう求める意見書を各議会で可決す

ることを決定した。これを受けて宮

城県議会でも今定例会において意見

書を可決し、内閣総理大臣や関係省

庁に対して提出した。

移
転
費
を
半
額
補
助

市
町
に
新
た
な
財
政
支
援
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仮
設
住
宅
の
集
約
化
に
対
応

仮
設
住
宅
の
集
約
化
に
伴

う
入
居
者
の
引
っ
越
し
費
用

に
対
す
る
支
援
や
、
民
有
地

に
建
て
ら
れ
た
仮
設
住
宅
の

賃
貸
借
契
約
の
延
長
、
仮
設

住
宅
の
劣
化
な
ど
に
関
す
る

質
問
も
目
立
っ
た
。
こ
の
う

ち
集
約
化
に
伴
う
転
居
費
用

に
関
し
て
は
、
議
員
か
ら
「
国

に
費
用
負
担
を
求
め
る
べ
き

で
は
」
と
い
う
質
問
が
あ
っ

た
。知

事
は
「
財
政
支
援
を
従

前
か
ら
要
望
し
て
い
る
が
、

年
内
に
集
約
化
計
画
を
策
定

す
る
市
町
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
の
応
急
仮
設
住
宅
維

持
管
理
等
補
助
金
を
拡
充

し
、
移
転
費
用
な
ど
市
町
の

集
約
化
事
業
に
か
か
る
費
用

の
２
分
の
１
を
支
援
す
る
」

と
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

名
取
市
内
の
仮
設
住
宅
が

土
地
所
有
者
か
ら
用
地
返
還

を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
関

し

議
員
が

市
が
民
有
地
を

買
い
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。

市
町
と
県
の
連
携
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
」
と
た
だ
し
た
。

知
事
は
「
仮
設
住
宅
４
０

１
団
地
の
う
ち
民
有
地
を
借

り
上
げ
て
い
る
の
は
１
６
５

団
地
。
ほ
と
ん
ど
は
市
町
が

契
約
し
て
い
る
。
県
で
は
土

地
所
有
者
の
意
向
な
ど
を
把

握
し
、
返
還
請
求
な
ど
の
要

請
に
対
し
て
早
い
段
階
か
ら

対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
き

た
。
市
町
と
の
情
報
共
有
を

さ
ら
に
密
に
し
、
対
応
が
遅

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
」

と
理
解
を
求
め
た
。

災
害
公
営
住
宅
の
完
成
が

遅
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
県
は
こ
と
し
６
月
に
県

内

市
町
に
つ
い
て
仮
設
住

宅
の
使
用
期
間
を
５
年
間
に

延
長
し
た
。
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
て
、
議
員
か
ら
「
仮

設
住
宅
の
劣
化
対
策
が
必
要

だ
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

県
側
は
「
長
期
使
用
に
向

け
て
効
果
的
、
効
率
的
な
点

検
や
修
繕
の
手
法
を
検
討
す

る
。
年
内
に

カ
所
の
仮
設

住
宅
団
地
で
、
住
宅
の
基
礎

と
し
て
い
る
木
製
く
い
の
点

検
や
補
強
工
事
を
試
験
的
に

実
施
す
る
。
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
来
年
度
に
は
全
て
の

団
地
で
構
造
上
重
要
な
部
分

の
点
検
、
補
強
工
事
な
ど
を

実
施
す
る
」
と
答
え
た
。

震
災
後
、
初
め
て
行
わ
れ
た
稲
刈
り
‖
石
巻
市
大
川
地
区
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発議 １件

○宮城県自然エネルギー等・省エネルギ

ー促進条例の一部を改正する条例

意見書 ６件

○私学助成の充実強化に関する意見書

○東日本大震災からの復旧・復興のため

の財政支援の継続等を求める意見書

○被災地漁業の安定経営確立への総合的

な支援を求める意見書

○米価下落に対応した緊急対策を求める

意見書

○義務教育費国庫負担金制度の堅持を求

める意見書

○「危険ドラッグ」の根絶に向けた総合

的な対策の強化を求める意見書

可決・同意・認定した
知事提出議案 93件

○平成 年度宮城県一般会計補正予算

○工事請負契約の締結について（名取地

区農地災害復旧及び区画整理工事）

○工事請負契約の締結について（石巻市

新蛇田南Ａ－１街区地区災害公営住宅

新築工事（その１））

○教育委員会委員の任命につき同意を求

めることについて

○平成 年度宮城県一般会計決算及び

各特別会計決算の認定について ほ

か

採択した請願 ２件

○名取スポーツパーク愛島野球場の存続

に関することについて

○政府及び国会に対し私学助成に関する

意見書の提出を求めることについて

農
家
が
農
協
に
米
を
出
荷

し
た
際
、
一
時
的
に
受
け
取

る
概
算
金
が
大
き
く
下
落
し

て
お
り
、
議
員
か
ら
は
「
今

年
産
米
は
生
産
費
を
下
回
っ

て
い
る
。
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
か
」
と
、
県
の
対
応
な

ど
を
た
だ
す
質
問
が
数
多
く

あ
っ
た
。

知
事
は
「
今
回
の

㌔
当

た
り
８
４
０
０
円
と
い
う
概

算
金
額
の
下
落
が
、
農
家
経

営
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き

く
、
大
変
厳
し
い
。
過
剰
米

の
主
食
用
市
場
か
ら
の
隔

離
、
米
の
需
要
喚
起
対
策
の

充
実
強
化
、
転
作
支
援
、
生

産
体
制
の
強
化
な
ど
を
政
府

に
要
望
し
た
」
と
答
え
た
。

稲
作
に
つ
い
て
、
知
事
は

「
県
の
米
生
産
量
は
全
国
の

約
５
％
、
約
６
５
０
万
人
分

の
年
間
消
費
量
に
相
当
し
、

県
農
業
算
出
額
の
約
半
分
を

占
め
る
」
と
述
べ
、
「
今
後

も
生
産
者
が
安
心
し
て
稲
作

経
営
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

収
益
性
の
高
い
生
産
体
制
の

確
立
を
推
進
し
、
競
争
力
の

あ
る
農
業
の
構
築
に
努
め
て

い
く
」
と
強
調
し
た
。

政
府
へ
の
働
き
掛
け
と
し

て
、
県
側
は
「
９
月

日
に

知
事
か
ら
農
林
水
産
大
臣
に

農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
資
金
の
限
度
額
引
き
上

げ
、
既
に
借
り
入
れ
て
い
る

各
種
農
業
制
度
資
金
の
償
還

猶
予
等
を
要
望
し
た
。

日

に
は
北
海
道
東
北
地
方
知
事

会
と
し
て
緊
急
要
望
を
行
っ

た
」
と
報
告
し
た
。

そ
の
上
で
「
農
林
漁
業
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
は
、

専
業
農
家
や
第
一
種
兼
業
農

家
に
加
え
、
第
二
種
兼
業
農

家
の
一
部
が
貸
し
付
け
対
象

と
な
る
。
宮
城
県
の
場
合
は

無
利
子
、
無
担
保
で
、
貸
し

付
け
限
度
額
が
１
２
０
０
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
県
は
こ
の
制
度
資
金
の

活
用
に
つ
い
て
周
知
に
努
め

て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

さ
ら
に
、
県
は
、
農
業
経

営
の
安
定
的
継
続
を
支
援
す

る
た
め
、
本
庁
や
県
内
の
地

方
振
興
事
務
所
な
ど
に
営

農
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

農
業
者
の
生
産
意
欲
の
喚
起

や
経
営
規
模
に
応
じ
た
資
金

繰
り
の
相
談
な
ど
に
き
め
細

か
く
対
応
し
て
い
く
こ
と
を

示
し
た
。
な
お
、
決
算
特
別

委
員
会
の
総
括
質
疑
に
お
い

て
、
知
事
が
県
独
自
の
農
家

支
援
を
行
う
方
針
を
明
ら
か

に
し
た
。

県
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議

現
在
、
県
内
各
地
に
保
管

さ
れ
て
い
る
福
島
第
１
原
発

事
故
で
発
生
し
た
指
定
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
の
設
置
を

め
ぐ
り
、
県
が
国
に
よ
る
詳

細
調
査
の
受
け
入
れ
を
表
明

し
た
こ
と
に
関
し
、
活
発
な

質
疑
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

議
員
か
ら
は
「
候
補
地
３

市
町
が
処
分
場
の
建
設
や
調

査
に
反
対
す
る
中
、
他
県
に

先
駆
け
て
処
分
場
設
置
の
詳

細
調
査
の
受
け
入
れ
を
表
明

し
た
経
緯
は
ど
う
か
」
と
い

う
質
問
が
あ
っ
た
。

知
事
は
「
７
月
の
市
町
村

長
会
議
で
環
境
大
臣
か
ら
市

町
村
長
の
意
見
の
取
り
ま
と

め
を
要
請
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
県
主
催
の
市
町
村
長

会
議
で
意
見
を
取
り
ま
と
め

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

た
が
、
最
終
的
に
は
市
町
村

長
の
総
意
と
し
て
、
詳
細
調

査
の
実
施
は
や
む
を
得
な
い

と
い
う
結
論
に
至
っ
た
」
と

説
明
し
た
。

県
外
で
の
指
定
廃
棄
物

処
分
に
つ
い
て
、
議
員
か

ら
「
国
と
東
京
電
力
が
責

任
を
持
っ
て
、
福
島
第
１

原
発
敷
地
内
で
集
中
管
理
す

べ
き
で
は
な
い
か
」
と
知
事

の
考
え
を
た
だ
す
質
問
も
あ

っ
た
。

知
事
は
「
県
外
処
理
に
つ

い
て
は
、
県
が
こ
れ
ま
で
も

要
望
し
て
い
る
が
、
国
の
回

答
は
『
難
し
い
』
と
の
こ
と

で
あ
る
。
今
後
も
機
会
を
と

ら
え
て
働
き
掛
け
て
い
く

が
、
最
終
的
に
は
事
業
を
実

施
す
る
国
が
放
射
性
物
質
汚

染
廃
棄
物
全
体
の
処
理
に
与

え
る
影
響
を
勘
案
し
な
が
ら

判
断
す
る
こ
と
に
な
る
」
と

述
べ
た
。

今
後
の
工
程
に
つ
い
て
、

知
事
は
「
環
境
副
大
臣
が
３

市
町
を
訪
問
し
た
際
の
説
明

資
料
に
よ
れ
ば
、
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
や
地
下
水
位
観
測
な

ど
、
現
地
で
の
調
査
は
お
お

む
ね

月
下
旬
に
は
終
了
す

る
予
定
。
そ
の
後
は
有
識
者

会
議
を
複
数
回
実
施
し
、
評

価
を
行
っ
て
い
く
と
聞
い
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

広
島
市
を
は
じ
め
全
国
的

に
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

県
の
防
災
対
策
に
関
す
る

質
問
も
相
次
い
だ
。
議
員
か

ら
「
土
砂
災
害
防
止
法
に

よ
る
県
の
特
別
警
戒
区
域

指
定
は
全
国
最
低
レ
ベ
ル

だ
。
指
定
が
進
ん
で
い
な

い
理
由
は
」
な
ど
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

知
事
は
「
県
内
で
は
、
土

砂
災
害
危
険
箇
所
８
４
８
２

カ
所
の
う
ち
、
警
戒
区
域
に

指
定
さ
れ
た
の
は
９
月
９
日

現
在
で
１
２
８
０
カ
所
。
指

定
率
で

・
１
％
と
な
っ
て

い
る
。
基
礎
調
査
の
精
度

を
高
め
る
た
め
、
詳
細
に

実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
費

用
と
時
間
を
要
し
た
こ
と

や
震
災
に
よ
る
復
旧
復
興

の
途
上
に
あ
っ
て
沿
岸
部

を
中
心
に
基
礎
調
査
が
低
下

し
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
」
と

説
明
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す

る
た
め
、
県
側
は
「
来
年
度

ま
で
に
災
害
時
要
援
護
者

施
設
関
連
箇
所
の
指
定
を

完
了
さ
せ
、
人
家
等
の
多

い
ラ
ン
ク
１
の
危
険
個
所
に

つ
い
て
は
平
成

年
度
ま
で

に
内
陸
で
の
指
定
を
完
了
さ

せ
る
予
定
。
残
る
箇
所
も
早

期
の
指
定
完
了
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
の
計
画
を
示
し

た
。避

難
勧
告
等
の
発
令
基
準

を
明
確
化
し
た
市
町
村
数
に

関
し
て
も
全
国
平
均
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
議
員
か
ら
「
国
の
新
た

な
指
針
に
沿
っ
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
策
定
が
急
務
だ
」
と
の
指

摘
が
あ
っ
た
。

知
事
は
「
早
期
に
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
く
再
点
検
や

基
準
の
見
直
し
を
検
討
す
る

よ
う
指
導
助
言
し
て
い
る
」

と
、
対
策
を
進
め
て
い
る
状

況
を
説
明
し
た
。

警
戒
区
域
ま
だ

％

内
陸
部
中
心
に
指
定
急
ぐ

土砂災害




